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時
期
尚
早
と
判
断
す
る
」

　

と
の
基
本
姿
勢
を
示
し
た
。
背
景
に
は
、

農
業
と
食
品
加
工
、
運
輸
、
観
光
と
の
結

び
つ
き
が
強
い
本
道
経
済
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加

で
衰
退
す
る
こ
と
へ
の
危
惧
が
あ
る
。

　

こ
う
し
た
見
解
に
つ
い
て
道
経
連
に
コ

メ
ン
ト
を
求
め
る
と
、
文
書
で『
所
見
』が

返
っ
て
き
た
。
貿
易
自
由
化
を
進
展
さ
せ

る
べ
き
こ
と
は
自
明
だ
が
、
食
料
安
全
保

障
の
観
点
か
ら
、
一
定
の
食
料
自
給
率
が

維
持
で
き
る
体
制
を
構
築
す
べ
く
、「
強
い

農
業
者
と
強
い
農
業
」を
つ
く
り
、
支
え

る
仕
組
み
が
必
要
、
と
あ
る
。

　

具
体
的
に
は
、【
農
業
の
生
産
性
や
農
産

物
の
付
加
価
値
の
向
上
】【
経
営
が
安
定
す

る
所
得
補
償
】【
規
模
拡
大
の
た
め
の
農
地

集
約
】【
新
規
就
農
者
の
育
成
】【
農
業
生

産
基
盤
や
生
産
流
通
シ
ス
テ
ム
の
整
備
】

【
関
連
産
業
へ
の
対
策
】─
─
な
ど
を
挙
げ
、

こ
れ
ら
の
対
策
が
な
い
限
り「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交

渉
を
推
進
す
る
こ
と
は
絶
対
に
避
け
る
べ

き
」と
強
調
し
て
い
る
。

　

実
際
に
は〝
強
い
農
業
・
農
家
〟だ
け
が

地
域
社
会
を
支
え
て
い
る
と
は
い
え
ず
、

こ
れ
ら
の
対
策
に
も
目
新
し
い
も
の
は
少

な
い
が
、
経
済
界
と
し
て
は
踏
み
込
ん
だ

見
解
と
い
え
る
。「
一
次
産
業
と
他
産
業
は

運
命
共
同
体
」と
い
う
問
題
意
識
を
今
後

も
持
ち
続
け
て
ほ
し
い
、
と
思
う
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
を
め
ぐ
り
一
次
産
業
関
係

者
に
危
機
感
が
広
が
っ
て
い
る
が
、
今
後

の
カ
ギ
を
握
る
の
は
農
畜
産
物
を
口
に
す

る
消
費
者
や「
人
や
カ
ネ
の
自
由
化
」で
影

響
を
受
け
る
人
た
ち
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
消

費
者
団
体
や
生
協
の
役
員
に
受
け
止
め
方

を
聞
い
た（
48
〜
51
頁
参
照
）。

　

北
海
道
消
費
者
協
会（
橋
本
智
子
会
長
）

は
、
政
府
や
国
会
に
対
し
て「
慎
重
な
対

応
」を
求
め
る
文
書
を
提
出
し
た
が
、
関

税
撤
廃
で
食
の
安
全
や
消
費
者
の
選
択
肢

を
狭
め
る
こ
と
を
疑
問
視
す
る
。

　

二
十
六
の
単
協
を
束
ね
る
北
海
道
生
協

連
合
会（
麻
田
信
二
代
表
理
事
）は
動
き
が

鈍
い
。「
安
け
れ
ば
い
い
」と
い
う
大
都
市

圏
の
組
合
員
を
擁
す
る
日
本
生
協
連
の
姿

勢
に
影
響
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

「
素
性
の
確
か
な
も
の
を
適
正
な
価
格
で
」

の
理
念
を
掲
げ
、
生
産
者
と
と
も
に〝
国

産
・
自
給
・
循
環
〟に
こ
だ
わ
っ
て
き
た

生
活
ク
ラ
ブ
生
協
連
合
会
の
加
藤
好
一
会

長
は「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
断
固
反
対
と
主
張
し
た

い
」と
表
明
し
て
い
る
。
が
、
生
活
ク
ラ

ブ
北
海
道
の
佐
藤
俊
光
・
組
織
課
長
は
、

「
賛
成
で
も
反
対
で
も
な
い
。『
ど
こ
が
問

題
か
勉
強
し
よ
う
』と
い
う
段
階
」と
話
し
、

温
度
差
が
あ
る
。
一
月
下
旬
の
生
産
者
交

流
会
に
北
海
道
農
民
連
盟
の
役
員
を
招
き
、

初
の
学
習
会
を
開
く
。

「
組
合
員
は
一
般
市
民
よ
り
関
心
が
高
く
、

支
部
で
も
Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
話
題
に
上
る
。
リ
ー

ダ
ー
格
の
人
た
ち
は
真
剣
だ
が
、
何
割
か

の
組
合
員
は『
難
し
す
ぎ
る
』と
受
け
止
め

て
い
る
よ
う
で
す
」（
佐
藤
課
長
）

　

米
や
野
菜
、
菜
種
な
ど
の
共
同
購
入
で

提
携
し
て
い
る
た
き
か
わ
農
協
か
ら
も
Ｔ

Ｐ
Ｐ
問
題
へ
の
協
力
要
請
は
な
い
。
協
同

組
合
間
の
提
携
は
ま
だ
深
ま
っ
て
い
な
い
。

「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
推
進
」を
唱
え
る
大
手
マ
ス
コ
ミ

や
財
界
人
が
決
ま
っ
て
口
に
す
る
の
が
、

「
農
業
の
競
争
力
を
高
め
、
高
品
質
の
も

の
を
輸
出
す
れ
ば
大
丈
夫
」と
い
う
主
張

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
生
産
現
場
を
知
ら
な

い
者
の
短
絡
的
な
見
方
で
あ
り
、
現
実
は

そ
う
単
純
な
も
の
で
は
な
い
。

　

十
勝
の
中
札
内
村
で
は
、「
畑
作
四
品

定植を待つ春先のビート育苗ハウス──ＴＰＰで砂糖類の関税が撤廃されると、品質格差が小さく、外国産が価格面で優位
なので生産が激減してしまう。「参加反対」を訴えデモ行進する農業団体の人たち（写真右下・昨年 11月、網走市内で）

ルポライター
滝川 康治

〝農と食〟
北の大地から

連載第 97 回

亡国につながる
ＴＰＰ参加の行方（その２）

▲収穫期のバレイショ選別施設は地域雇用の
受け皿にもなっている（十勝管内で）

◀小麦の刈り取り風景──関税撤廃は「麦チェ
ン」の芽を摘むことにもなる

「
１
０
０
％
の
関
税
撤
廃
」が
原
則
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ

（
環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定
）に
日
本
が
参
加
す

る
の
か
ど
う
か
、
政
府
は
今
年
６
月
に
も
一
定

の
方
向
を
打
ち
出
そ
う
と
し
て
い
る
。
一
次
産

業
や
地
域
を
衰
退
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
こ
の

国
の
あ
り
方
を
も
変
え
て
し
ま
う
危
険
性
を
は

ら
む
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
─
─
今
回
は「
農
産
物
の
輸
出

で
競
争
力
を
」と
唱
え
る
財
界
人
ら
の
見
方
を

検
証
し
、
世
界
の
穀
物
需
給
の
行
方
を
見
な
が

ら
、
対
米
従
属
の
政
府
に
よ
る
拙
速
な
や
り
方

を
検
証
し
た
。
北
海
道
内
の
消
費
者
団
体
の
意

見
も
併
せ
て
紹
介
し
、
亡
国
へ
と
向
か
う
道
を

回
避
す
る
方
策
を
探
っ
て
み
た
い
。

「
一
〇
〇
％
の
関
税
撤
廃
」が
原
則
の
Ｔ
Ｐ

Ｐ
参
加
に
つ
い
て
昨
年
十
一
月
、
政
府
は

「
関
係
国
と
の
協
議
を
開
始
す
る
」と
の
閣

議
決
定
を
行
な
っ
た
。
農
業
の
切
り
捨
て

も
厭
わ
な
い
経
団
連
な
ど
東
京
の
財
界
関

係
者
は
決
定
を
歓
迎
し
た
が
、
北
海
道
の

経
済
界
は
一
線
を
画
し
て
い
る
。

　

約
三
百
社
で
構
成
す
る
北
海
道
経
済
団

体
連
合
会（
近
藤
龍
夫
会
長
）は
、

「
事
前
の
対
策
な
し
で
貿
易
自
由
化
に
つ

な
が
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
を
推
進
す
る
こ
と
は

「
農
産
物
輸
出
強
化
で
対
応
」は
絵
空
事

対
米
従
属
の
推
進
論
で〝
思
考
停
止
〟に

道
内
の
経
済
・
消
費
者
団
体

は「
時
期
尚
早
」と
慎
重
姿
勢

生
産
現
場
を
知
ら
ぬ
財
界
人

の「
農
産
物
輸
出
を
」は
空
論
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（
小
麦
、
ビ
ー
ト
、
澱
粉
用
バ
レ
イ
シ
ョ
、

大
豆
）に
次
ぐ
第
五
の
特
産
物
を
」と
、
八

〇
年
代
に
三
戸
の
農
家
が
枝
豆
栽
培
を
始

め
た
。
近
年
、
よ
う
や
く
軌
道
に
乗
り
、

地
元
農
協
は
加
工
施
設
も
整
備
し
た
。
一

部
は
ア
メ
リ
カ
や
中
国
、
東
南
ア
ジ
ア
な

ど
に
輸
出
す
る
。
冷
凍
枝
豆
は
中
国
産
が

多
い
が
、
中
札
内
産
は
食
味
が
良
く
、
安

全
性
も
高
い
。「
高
価
格
で
も
商
機
が
あ

る
」と
判
断
し
、
農
協
組
合
長
の
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
で
販
路
を
開
拓
し
た
。

「
な
ら
ば
、
ど
ん
ど
ん
輸
出
し
て〝
儲
か
る

農
業
〟を
や
れ
ば
い
い
」と
思
う
人
も
い
る

だ
ろ
う
。
だ
が
、
輸
出
量
は
全
体
の
一
％

に
も
満
た
な
い
。
枝
豆
は
輪
作
体
系
の
な

か
で
生
産
さ
れ
る
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
よ
っ
て
小

麦
や
ビ
ー
ト
な
ど
が
打
撃
を
受
け
れ
ば
、

輪
作
体
系
は
崩
壊
し
て
し
ま
う
。

　

十
年
ほ
ど
前
、『
十
勝
川
西
長
い
も
』の

台
湾
向
け
輸
出
が
始
ま
っ
た
。
特
大
サ
イ

ズ
が
薬
膳
料
理
に
使
わ
れ
る（
現
在
の
輸

出
比
率
は
全
体
の
１
割
）。
国
内
市
場
で

は
敬
遠
さ
れ
る
規
格
に
光
を
当
て
た
ニ
ッ

チ（
隙
間
）産
業
の
成
功
例
だ
が
、
こ
ち
ら

も
輪
作
体
系
に
組
み
こ
ま
れ
、
特
大
サ
イ

ズ
の
み
を
重
点
化
で
き
な
い
。

　

最
近
、
北
海
道
ワ
イ
ン
の
嶌
村
彰
禧
社

長
か
ら
話
を
聞
く
機
会
が
あ
っ
た
。
近
年
、

生
食
用
ブ
ド
ウ
か
ら
造
る
ワ
イ
ン
を
東
ア

ジ
ア
圏
に
輸
出
し
、「
渋
み
が
な
く
、
飲
み

や
す
い
」と
好
評
と
い
う
。〝
完
全
国
産
主

義
〟を
貫
く
な
か
で
の
試
み
で
あ
る
。

　

い
ず
れ
も
地
域
農
業
を
維
持
し
、
国
内

需
要
に
応
え
た
上
で
、
農
産
物
や
加
工
品

の
一
部
を
輸
出
に
振
り
む
け
て
き
た
。
Ｔ

Ｐ
Ｐ
で
安
い
食
料
を
輸
入
し
つ
つ
、「
富
裕

層
向
け
に
輸
出
を
」と
い
う
路
線
と
は
違

う
。
単
な
る
金
儲
け
主
義
で
は
農
業
は
永

続
で
き
ず
、
農
村
社
会
も
疲
弊
す
る
。

「
例
外
な
き
関
税
撤
廃
」で
焦
点
に
な
る
の

は
、
関
税
率
の
高
い
米
や
小
麦
、
乳
製
品
、

澱
粉
、
砂
糖
類
な
ど
の
最
重
要
品
目
。
日

本
の
農
産
物
全
体
の
平
均
関
税
率
は
、
一

方
で
世
界
的
に
見
て
も
低
水
準
の
一
二
％

程
度
に
す
ぎ
な
い（
野
菜
に
い
た
っ
て
は

大
半
が
３
％
以
下
）。
北
海
道
は
、
い
ず

れ
の
品
目
も
主
産
地
の
た
め「
地
域
経
済

に
壊
滅
的
な
打
撃
を
与
え
る
」と
各
界
か

ら
反
対
論
が
噴
出
し
て
い
る
わ
け
だ
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
の
議
論
で
、
す
で
に
高
品

質
か
つ
国
際
競
争
力
が
あ
る
野
菜
や
果
物

と
、
国
民
の
主
食
に
な
る
穀
物
類
を
同
列

に
論
じ
る
こ
と
は
間
違
っ
て
い
る
。

　

カ
ロ
リ
ー
の
高
い
米
の
飯
や
パ
ン
、
麺

類
を
食
べ
な
け
れ
ば
人
間
は
生
き
て
い
け

な
い
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ（
経
済
協
力
開
発
機
構
）

に
加
盟
す
る
三
十
の
先
進
国
の
う
ち
、
日

本
の
穀
物
自
給
率
は
下
か
ら
四
番
目
の
二

五
％
前
後
と
き
わ
め
て
低
い
。
人
口
が
五

千
万
人
を
超
え
る
有
力
加
盟
国
の
ド
イ
ツ

や
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
、
イ
タ
リ
ア
は
、

日
本
の
穀
物
自
給
率
の
三
〜
七
倍
の
水
準

を
維
持
し
て
い
る
。
よ
く
登
場
す
る「
カ

ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
の
自
給
率
四
〇
％
」の
話

よ
り
も
、
穀
物
ベ
ー
ス
の
数
値（
25
％
）に

目
を
向
け
る
こ
と
が
大
事
だ
。

　

そ
の
穀
物
の
国
際
価
格
が
最
近
、
ジ
リ

ジ
リ
と
上
が
り
続
け
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ

の
シ
カ
ゴ
穀
物
相
場
は
昨
年
十
二
月
、
投

機
筋
の
動
き
も
絡
ん
で
世
界
的
な
食
料
争

奪
が
起
き
た
〇
八
年
以
来
の
高
値
を
記
録

し
た（
左
の
グ
ラ
フ
を
参
照
）。

　

五
年
前
に
比
べ
る
と
二
〜
三
倍
の
水
準

に
達
し
、
昨
年
後
半
の
急
騰
が
著
し
い
。

〇
八
年
危
機
の
水
準
に
近
づ
い
て
き
た
。

ロ
シ
ア
な
ど
の
大
干
ば
つ
や
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
大
洪
水
に
よ
る
小
麦
の
減
収
、
ア

メ
リ
カ
産
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
大
雨
被
害
な

ど
の
要
因
が
重
な
り
、
世
界
の
穀
物
需
給

は
逼
迫
の
度
を
増
し
て
い
る
。
一
月
三
日

付
け
の『
日
本
農
業
新
聞
』は
、

「
需
要
は
増
え
続
け
て
い
る
一
方
で
、
穀

物
の
増
産
は
見
込
め
ず
、
む
し
ろ
世
界
的

な
水
不
足
や
地
力
の
低
下
を
考
え
れ
ば
、

現
状
の
生
産
量
を
維
持
す
る
の
が
精
い
っ

ぱ
い
だ
ろ
う
」（
農
業
情
報
研
究
所
を
主
宰

す
る
北
林
寿
信
さ
ん
）

「
二
〇
一
一
年
は
、
穀
物
相
場
が
下
が
る

要
因
が
見
当
た
ら
な
い
。
現
状
の
相
場
を

高
値
で
は
な
く
、
基
準
と
し
て
み
る
期
間

が
長
引
く
の
で
は
な
い
か
」（
穀
物
バ
イ

ヤ
ー
歴
が
長
い
ユ
ニ
パ
ッ
ク
グ
レ
イ
ン

〔
東
京
〕の
茅
野
信
行
社
長
）

　

と
、
穀
物
事
情
に
明
る
い
人
た
ち
の
分

析
を
伝
え
て
い
る
。

　

安
い
穀
物
を
輸
入
し
続
け
る
こ
と
が
難

し
い
時
代
に
突
入
し
た
、
と
捉
え
る
ほ
う

が
い
い
。
そ
ん
な
と
き
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に

よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
一
〇
〇
％
近
く
を
自

給
し
て
き
た
米
の
完
全
自
由
化
に
道
を
開

き
、
生
産
農
家
を
激
減
さ
せ
る
の
で
は
元

も
子
も
な
く
な
る
だ
ろ
う
。

　

小
麦
の
自
給
率
は
一
〇
％
台
と
低
い
が
、

国
産
志
向
が
高
ま
り
高
品
質
の
品
種
が
開

発
さ
れ
、
北
海
道
で
は「
麦
チ
ェ
ン
」の
取

り
く
み
も
進
む
。
こ
う
し
た
動
き
に
水
を

差
す
の
が
今
回
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
騒
動
だ
。
協
定

締
結
に
よ
っ
て
農
家
が
生
産
意
欲
を
な
く

す
と
、
近
い
将
来
、
さ
ら
に
穀
物
需
給
が

逼
迫
し
て
も
現
場
は
再
起
不
能
に
陥
っ
て

い
る
か
も
し
れ
な
い
。「
気
が
つ
く
と
も
う

小
麦
を
作
っ
て
く
れ
る
人
が
い
な
か
っ

た
」と
い
う
事
態
に
な
り
は
し
な
い
か
。

　

ア
メ
リ
カ
産
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
、
日
本

で
は
主
に
家
畜
飼
料
や
澱
粉（
コ
ー
ン
ス

タ
ー
チ
）の
原
料
に
さ
れ
る
。
穀
物
価
格

の
高
騰
は
工
場
型
畜
産
に
打
撃
を
与
え
、

関
税
撤
廃
に
よ
っ
て
ア
メ
リ
カ
や
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
か
ら
大
量
の
牛
肉
が
輸
入
さ
れ

る
と
ダ
ブ
ル
パ
ン
チ
に
な
っ
て
し
ま
う
。

　

先
月
号
に
登
場
し
た
北
大
の
飯
澤
理
一

郎
さ
ん
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
一
昨
年
秋

に
来
日
し
た
オ
バ
マ
大
統
領
の
発
言
が
今

回
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
騒
動
の
き
っ
か
け
だ
。

　

当
時
は
、
小
沢
一
郎
民
主
党
幹
事
長
が

国
会
議
員
団
を
率
い
て
訪
中
し
た
り
、
鳩

山
由
紀
夫
首
相
が
東
ア
ジ
ア
共
同
体
構
想

を
提
唱
し
て
い
た
。
篠
原
孝
農
水
副
大

臣
は
最
近
の
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
の
な
か

で
、「（
そ
れ
ら
の
動
き
を
受
け
て
）日
本
は

中
国
に
い
か
に
も
接
近
し
て
い
る
と
い
う

ム
ー
ド
が
漂
い
始
め
た
の
に
対
し
、
オ
バ

マ
大
統
領
が
牽
制
し
た
も
の
」（
昨
年
12
月

15
日
付
け
）と
指
摘
す
る
。

　

だ
か
ら
国
会
議
員
は
知
る
由
も
な
く
、

大
畠
経
産
大
臣
で
す
ら
昨
秋
の
内
閣
改
造

時
に
初
め
て
知
っ
た
ほ
ど
唐
突
な
も
の

だ
っ
た
と
い
う
。
財
界
や
外
務
省
、
経
産

省
に
背
中
を
押
さ
れ
、
対
米
従
属
の
菅
直

人
首
相
ら
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
を
焦
り
、
泥
縄

式
に
閣
議
決
定
に
な
だ
れ
込
ん
だ
─
─
と

い
う
の
が
昨
年
暮
れ
ま
で
の
流
れ
だ
。

「
環
太
平
洋
の
連
携
」を
謳
う
が
、
農
業
分

野
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
事
実
上
、
ア
メ
リ
カ
や

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
の
二
国
間
協
定
の
色

彩
が
濃
く
な
る
。
中
国
や
韓
国
は
協
定
に

参
加
せ
ず
、
隣
人
が
暮
ら
す
東
ア
ジ
ア
と

の
連
携
抜
き
に
経
済
成
長
戦
略
な
ど
描
け

る
は
ず
も
な
い
。

　

国
民
的
な
議
論
を
蔑
ろ
に
し
た
ま
ま
、

菅
首
相
は「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
と
農
業
の
再
生

は
両
立
で
き
る
」と
く
り
返
す
。
そ
の
一

方
で
、
政
府
・
与
党
内
に
は「
二
国
間
協

定
な
ら
ば
例
外
品
目
が
認
め
ら
れ
る
Ｆ
Ｔ

Ａ（
自
由
貿
易
協
定
）や
Ｅ
Ｐ
Ａ（
経
済
連

携
協
定
）を
優
先
す
べ
き
だ
」と
の
議
論
も

あ
る
よ
う
だ
。
こ
れ
ま
で
の
拙
速
な
対
応

の
ツ
ケ
が
回
っ
て
き
た
。

　

農
業
分
野
だ
け
が
焦
点
に
な
る
な
か
で
、

他
の
分
野
が
日
本
社
会
に
及
ぼ
す
影
響
に

つ
い
て
は
何
も
論
議
さ
れ
て
い
な
い
。

「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
議
論
の
過
程
を
見
て
い
る
と
、

イ
ラ
ク
戦
争
に
突
っ
込
ん
で
失
敗
し
た
プ

ロ
セ
ス
と
そ
っ
く
り
。
米
国
に
つ
い
て
い

け
ば
、
う
ま
く
い
く
と
い
う
思
考
停
止
に

陥
っ
て
い
る
か
ら
だ
。
そ
れ
で
は
国
の
進

路
を
誤
っ
て
し
ま
う
危
険
性
が
あ
る
」

　

と
警
告
す
る
の
は
金
子
勝
・
慶
応
大
教

授（
経
済
学
）。
今
後
、【
公
共
事
業
な
ど
の

入
札
金
額
の
引
き
下
げ
】【
郵
貯
や
簡
保
の

運
用
に
関
す
る
米
国
金
融
機
関
の
割
り
当

て
要
求
な
ど
金
融
分
野
の
門
戸
開
放
】【
20

カ
月
齢
以
下
に
限
定
さ
れ
て
い
る
米
国
産

牛
肉
の
輸
入
条
件
の
緩
和
】【
市
場
開
放
に

よ
る
移
民
労
働
の
受
け
入
れ
】─
─
な
ど

が
協
議
の
対
象
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
、

と
指
摘
す
る（
12
月
21
日
付
け
同
氏
の
ブ

ロ
グ
か
ら
）。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加
は
日
本
の
国
の
あ
り

方
を
根
本
か
ら
変
え
て
し
ま
う
危
険
性
を

は
ら
ん
で
い
る
。「
農
業
や
地
域
経
済
が
破

壊
さ
れ
る
」と
い
う
捉
え
方
か
ら
一
歩
踏

み
だ
し
、
こ
の
国
を
ど
う
し
て
い
け
ば
い

い
の
か
、
真
面
目
に
考
え
た
い
も
の
だ
。

ふ
た
た
び
穀
物
相
場
が
高
騰

自
給
の
後
退
は
禍
根
を
残
す

騒
動
の
原
因
は〝
対
米
従
属
〟

農
業
以
外
に
も
目
を
向
け
て

〔1月 3日付け『日本農業新聞』より〕

「十勝川西長いも」は台湾にも輸出されるが、畑作の輪作
体系があってこそ可能になった（帯広市内の選別施設で）

ブックレット『ＴＰＰ反対の大義』
「ＴＰＰは〝国益 VS 農業保護〟の問題ではな
い」と主張。農商工業、地方経済、日本社会
の土台を根底から破壊する希代の愚策であ
ることを、研究者や農民、生協・漁協関係
者ら 26人が論証した。142 ページ、840 円
発行：( 社 ) 農山漁村文化協会
http://www.ruralnet.or.jp/
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─
─
道
内
各
地
の
消
費
者
協
会
と
農
業

と
の
関
わ
り
は
？

　

木
谷　

地
域
の
協
会
で
は
一
九
七
〇
年

代
初
め
か
ら
産
地
直
売
事
業
に
取
り
く
み
、

農
家
と
の
顔
の
見
え
る
関
係
を
創
っ
て
き

ま
し
た
。
沼
田
町
の
農
協
青
年
部
か
ら
特

別
栽
培
米
を
共
同
購
入
す
る
取
り
く
み
は
、

今
で
も
一
部
続
い
て
い
ま
す
。
遺
伝
子
組

み
換
え（
Ｇ
Ｍ
）作
物
の
問
題
で
は
、「
作
っ

て
ほ
し
く
な
い
」と
い
う
考
え
方
で
全
道

の
協
会
が
署
名
運
動
を
進
め
、
道
の
規
制

条
例
が
で
き
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

北
見
の
消
費
者
協
会
は
大
豆
ト
ラ
ス
ト
運

動
に
取
り
く
み
、
味
噌
を
造
っ
た
り
し
て

い
ま
す
。

　

─
─
数
年
前
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
の

Ｅ
Ｐ
Ａ（
経
済
連
携
協
定
）が
焦
点
に
な
り
、

発
言
さ
れ
て
い
ま
し
た
ね
。

　

木
谷　

北
海
道
農
協
中
央
会
か
ら「
一

緒
に
や
ろ
う
」と
声
を
か
け
ら
れ
、「
自
給

率
を
上
げ
る
こ
と
が
安
全
・
安
心
に
つ
な

が
る
」と
い
っ
た
部
分
で
賛
同
し
、
と
も

に
動
い
て
き
ま
し
た
。
特
に
輸
入
食
品
の

安
全
性
や
農
薬
問
題
は
以
前
か
ら
取
り
く

ん
で
お
り
、
外
国
産
の
食
品
に
依
存
し
て

し
ま
う
こ
と
を
危
惧
し
て
い
ま
す
。

　

─
─
そ
の
輸
入
食
品
の
安
全
性
に
対
す

る
活
動
の
経
緯
は
？

　

木
谷　

七
〇
年
代
後
半
に
輸
入
柑
橘
類

か
ら
ポ
ス
ト
ハ
ー
ベ
ス
ト
農
薬
の
Ｏ
Ｐ
Ｐ

（
防
カ
ビ
剤
）な
ど
を
検
出
す
る
テ
ス
ト
を

始
め
て
い
ま
す
。
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
る

と
店
頭
で
輸
入
野
菜
を
買
い
上
げ
、
残
留

農
薬
の
検
出
テ
ス
ト
も
や
っ
て
き
ま
し
た
。

輸
入
品
と
道
産
品
の
冷
凍
ポ
テ
ト
を
比
較

し
、（
輸
入
物
の
）ポ
ス
ト
ハ
ー
ベ
ス
ト
の

影
響
が
分
か
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
う
ち
は

全
国
の
消
費
者
協
会
の
な
か
で
、
こ
う
し

た
検
査
に
い
ち
早
く
取
り
く
み
ま
し
た
。

こ
こ
数
年
、
中
国
製
の
冷
凍
餃
子
や
事
故

米
の
食
用
へ
の
不
正
流
通
な
ど
食
を
め
ぐ

る
事
件
が
多
く
、
食
の
安
全
・
安
心
に
つ

い
て
真
剣
に
取
り
く
ん
で
い
ま
す
。

　

外
国
の
農
産
物
に
使
わ
れ
て
い
る
添
加

物
に
は
農
薬
が
混
じ
っ
て
い
ま
す
が
、
国

産
の
も
の
に
そ
れ
は
必
要
な
い
わ
け
で
す
。

輸
入
小
麦
に
は
、
燻
蒸
剤
と
し
て
使
う
臭

化
メ
チ
ル
の
問
題
も
あ
っ
た
。
輸
入
食
品

に
頼
る
よ
り
も
国
内
で
自
給
率
を
上
げ
て

い
く
こ
と
が
食
の
安
全
に
つ
な
が
る
─
─

と
い
う
考
え
方
は
そ
の
当
時
か
ら
持
っ
て

い
ま
し
た
。
で
き
る
だ
け
添
加
物
を
避
け
、

輸
入
食
品
に
は
気
を
つ
け
よ
う
、
と
。
そ

れ
が
消
費
者
協
会
の
ス
タ
ン
ス
で
す
。

　

─
─
食
料
の
輸
入
に
つ
い
て
考
え
は
。

　

木
谷　
「
農
産
物
な
ど
が
安
く
な
る
か

ら
い
い
ん
だ
」と
い
う
考
え
方
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
二
年
前
に
原
油
や
穀
物
の
価
格

が
上
が
り
、
穀
物
輸
出
を
止
め
た
国
も
あ

る
。
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
穀
物
の
買
い
上
げ

で
日
本
は
中
国
に
負
け
ま
し
た
ね
。
お
金

が
あ
る
か
ら
買
え
る
わ
け
で
は
な
く
、
食

料
安
全
保
障
の
部
分
が
出
て
き
ま
す
。

　

自
分
た
ち
の
食
べ
も
の
を
国
内
で
自
給

で
き
な
い
な
ん
て
、
情
け
な
い
話
で
す
よ
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
農
業
の
保
護
政
策
の
下
に

あ
り
、
ア
メ
リ
カ
が
大
量
の
農
産
物
を
輸

出
で
き
る
の
は
、
国
が
高
く
買
い
上
げ

て
い
る
か
ら
と
い
い
ま
す
。
日
本
は（
農

業
所
得
に
占
め
る
財
政
負
担
の
割
合
が
）

た
っ
た
の
一
五
％
し
か
か
け
て
い
ま
せ
ん
。

　

─
─
消
費
者
の
意
識
も
違
う
の
で
は
。

イ
ギ
リ
ス
の
ス
ー
パ
ー
で
は
、
ア
ニ
マ
ル

ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア（
動
物
福
祉
）の
基
準
に
適

合
し
た
卵
が
け
っ
こ
う
売
れ
て
い
る
そ
う

で
す
。
日
本
の
消
費
者
に
は「
安
け
れ
ば

い
い
」と
い
う
傾
向
が
強
い
。

　

木
谷　

ス
イ
ス
の
子
ど
も
は
、「
こ
の

（
平
飼
い
し
た
値
段
が
高
い
ほ
う
の
）卵
を

買
わ
な
い
と
農
家
の
人
が
困
る
で
し
ょ
」

と
い
う
意
識
で
買
い
支
え
る
よ
う
に
教
育

さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
日
本
で
は
、
ど

ん
ど
ん
輸
入
し
、
食
べ
残
し
も
山
ほ
ど
あ

る
。
こ
れ
が
い
つ
ま
で
も
続
く
こ
と
は
な

く
、
見
直
し
が
必
要
で
し
ょ
う
。
食
べ
も

の
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
た
り
、
食
育
を

も
っ
と
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

　

当
協
会
で
は
、
中
学
校
や
高
校
の
先
生

た
ち
を
対
象
に
九
六
年
か
ら
、「
消
費
者

教
育
支
援
セ
ミ
ナ
ー
」を
や
っ
て
い
ま
す
。

二
日
間
に
わ
た
り
、
子
ど
も
た
ち
の
体
験

学
習
の
方
法
な
ど
を
学
ぶ
も
の
で
、
一
月

に
も
開
催
す
る
予
定
で
す
。
そ
の
な
か
で
、

食
の
安
全
・
安
心
を
は
じ
め
、
輸
入
食
品

や
添
加
物
の
問
題
な
ど
を
た
ど
っ
て
い
く

と
農
業
関
係
に
つ
な
が
り
ま
す
。
先
生
た

ち
に
情
報
を
提
供
し
て
教
育
現
場
で
役
立

て
て
も
ら
い
、
自
立
し
た
消
費
者
を
育
て

よ
う
と
し
て
き
ま
し
た
。

　

─
─
そ
う
し
た
経
緯
を
踏
ま
え
、
Ｔ
Ｐ

Ｐ
に
対
す
る
見
解
は
？

　

木
谷　

こ
の
協
定
が
締
結
さ
れ
る
と
、

安
価
な
食
料
品
が
大
量
に
輸
入
さ
れ
、
北

海
道
を
代
表
す
る
一
次
産
業
と
、
関
連
す

る
二
次
産
業
が
壊
滅
的
な
打
撃
を
こ
う
む

り
ま
す
。
十
勝
総
合
振
興
局
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に

参
加
し
た
場
合
の
影
響
を
試
算
し
て
い
ま

す
が
、「
十
勝
管
内
で
四
万
人
が
失
職
す

る
」と
分
析
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
十
勝

の
人
口
の
一
一
％
に
上
る
数
値
で
、
相
当

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
で
し
ょ
う
。

　

日
本
の
発
展
に
貿
易
の
自
由
化
は
必
要

な
こ
と
で
す
が
、
そ
の
た
め
に
北
海
道
の

一
次
産
業
な
ど
が
犠
牲
に
な
る
こ
と
は
食

料
安
全
保
障
と
自
給
率
向
上
の
う
え
か
ら

も
認
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ

参
加
に
伴
う
、
わ
が
国
の
食
料
確
保
に
つ

い
て
、
国
は
十
分
な
説
明
を
し
て
い
な
い
。

こ
う
し
た
状
況
か
ら
、
参
加
の
有
無
に
つ

い
て
結
論
を
出
す
の
は
時
期
尚
早
と
し
て
、

十
一
月
に
は
政
府
や
国
会
に
慎
重
な
対
応

を
求
め
る
要
請
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

─
─
十
勝
の
芽
室
町
に
は
製
糖
工
場
が

あ
り
ま
す
が
、
砂
糖
は
外
国
産
と
の
品
質

格
差
が
ほ
と
ん
ど
な
い
そ
う
で
す
。
だ
か

ら
真
っ
先
に
や
ら
れ
る
恐
れ
が
あ
る
。
十

勝
や
オ
ホ
ー
ツ
ク
に
は
澱
粉
工
場
も
あ
り
、

影
響
は
大
き
い
で
す
ね
。

「
焦
点
は
国
民
の
食
を
ど
う
守
る
か
」

─
─
㈳
北
海
道
消
費
者
協
会
専
務
理
事
　
木
谷 

洋
史
さ
ん

【きや・ひろと】1948 年胆振管内厚真町生まれ。慶応大学
卒業。北海道新聞社で主に編集畑を歩き、2008 年春に退職。
同年から㈳北海道消費者協会専務理事
【㈳北海道消費者協会】1961 年に設立。現在、全道 75 の
地域消費者協会会員 15,000 人で構成（会員の 1割程度は
農業や水産、漁業の従事者）。食の安全や農薬、米の価格、
消費税、環境問題などに取りくんできた

　

木
谷　

安
い
農
産
物
が
ど
ん
ど
ん
輸
入

さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
北
海
道
農
業
が

壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
る
こ
と
に
、
ま
ず

着
目
し
て
い
ま
す
。
食
の
安
全
・
安
心
や

消
費
者
の
選
択
肢
が
狭
ま
る
し
、
将
来
に

わ
た
っ
て
お
金
さ
え
出
せ
ば
外
国
か
ら
安

い
農
作
物
を
輸
入
で
き
る
と
も
限
り
ま
せ

ん
。
あ
る
ス
ー
パ
ー
で
桜
も
ち
を
売
っ
て

い
て
、
も
ち
米
は
国
産
、
餡
は
輸
入
物
で
、

一
番
び
っ
く
り
し
た
の
は
中
国
産
の
桜
の

葉
で
し
た
。
桜
の
木
は
山
ほ
ど
あ
る
の
に
、

な
ん
で
輸
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ん
だ

と
思
い
、
げ
ん
な
り
し
ま
し
た
ね
。

　

欧
州
諸
国
や
韓
国
に
し
て
も
、
貿
易
自

由
化
を
進
め
な
が
ら
農
業
を
守
る
対
策
を

き
ち
ん
と
立
て
て
い
ま
す
。
グ
ロ
ー
バ
リ

ズ
ム
や
高
度
情
報
化
の
な
か
で
自
由
化
の

流
れ
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
農
業
は
一

つ
の
地
域
文
化
で
す
。
そ
れ
ら
を
壊
し
て

ま
で
、
す
べ
て
を
市
場
に
任
せ
る
や
り
方

は
お
か
し
い
、
と
思
い
ま
す
。

　

─
─
地
域
で
の
取
り
く
み
は
？

　

木
谷　

農
業
団
体
か
ら「
集
会
な
ど
に

参
加
し
て
ほ
し
い
」と
い
う
要
望
が
あ
る

の
で
、
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
う

ち
の
考
え
方
を
説
明
し
て
い
ま
す
が
、
国

の
方
針
が
示
さ
れ
て
い
な
い
の
で
単
純
に

反
対
も
賛
成
も
言
え
な
い
状
況
で
す
。

　

─
─
会
員
の
受
け
止
め
方
は
ど
う
か
。

輸
入
に
頼
ら
ず
食
の
安
全
を

「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
」は
時
期
尚
早

　

木
谷　

関
心
は
高
く
、
各
地
の
協
会
か

ら「
今
後
の
方
向
性
を
教
え
て
ほ
し
い
」と

い
う
問
い
合
わ
せ
は
多
い
で
す
ね
。
降
っ

て
湧
い
た
よ
う
な
話
な
の
で
、
後
手
に

回
っ
た
面
も
あ
る
。
代
表
者
会
議
の
な
か

で
、「
自
由
化
で
安
い
食
料
品
が
入
っ
て
く

れ
ば
い
い
の
で
は
」と
い
う
会
員
の
意
見

も
あ
り
ま
し
た
。
た
だ
、
そ
れ
だ
け
で
済

む
話
で
は
な
い
わ
け
で
、「
基
本
的
に
は
自

給
率
を
上
げ
て
い
く
し
か
な
い
」と
考
え

て
い
ま
す
。

　

─
─
農
家
は
一
定
程
度
、
損
失
を
補
て

ん
さ
れ
、
い
ざ
と
な
れ
ば
自
給
も
で
き
る
。

最
終
的
に
は
食
べ
る
側
の
問
題
で
あ
り
、

「
食
料
が
本
当
に
確
保
さ
れ
る
の
か
」を
真

剣
に
考
え
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て
学
習
す
る

こ
と
か
ら
始
め
る
と
、
消
費
者
の
な
か
に

問
題
意
識
が
浸
透
す
る
の
で
は
。

　

木
谷　

確
か
に
そ
う
で
す
ね
。
今
後
は

「
国
民
の
食
を
ど
う
や
っ
て
守
る
か
」が
焦

点
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
、

国
が
ど
れ
だ
け
の
こ
と
を
や
る
の
か
、
お

米
に
手
厚
く
な
っ
て
い
る
現
在
の
価
格
補

償
制
度
は
果
た
し
て
こ
れ
で
い
い
の
か
─

─
と
い
っ
た
課
題
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
わ

た
し
た
ち
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
一
番
大
き
な
問

題
と
位
置
づ
け
、
地
域
と
連
携
し
な
が
ら

活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

（
12
月
20
日
、
北
海
道
消
費
者
協
会
で
収
録
）

私
た
ち
と「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
」 【
１
】
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─
─
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
を
め
ぐ
り
農
業
団
体

の
反
対
集
会
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
個
々

の
消
費
者
に
は
浸
透
し
て
い
な
い
よ
う
で

す
。
生
協
サ
イ
ド
の
受
け
止
め
方
は
？

　

前
川　

こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
北
海
道

生
協
連
と
し
て
の
見
解
は
出
し
て
い
ま
せ

ん
。
協
同
組
合
間
の
お
付
き
合
い
も
あ
る

の
で
集
会
の
呼
び
か
け
に
応
じ
た
り
、「
北

海
道
農
業
・
農
村
確
立
連
絡
会
議
」の
メ

ン
バ
ー
と
し
て
協
調
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
ト
ー
ン
と
し
て
は
抑
制
し
た
形

で
す
ね
。（
11
月
に
札
幌
で
開
催
さ
れ
た
）

「
地
域
社
会
の
あ
り
方
と
こ
の
国
の
か
た

ち
を
問
う
北
海
道
総
決
起
集
会
」も
、
よ

く
考
え
ら
れ
た
タ
イ
ト
ル
だ
と
思
い
ま
す
。

実
行
委
員
会
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
ら
れ

た
ら
躊
躇
し
た
で
し
ょ
う
が
、（
北
海
道
生

協
連
は
）共
催
の
形
を
取
っ
て
い
ま
す
か

ら
配
慮
さ
れ
て
い
る
。

　

─
─
生
産
県
の
生
協
で
は
、
同
様
の
対

応
の
と
こ
ろ
が
多
い
ん
で
す
か
。

　

前
川　

宮
城
生
協
の
よ
う
に
明
確
な
反

対
の
立
場
を
表
明
し
た
り
、
北
海
道
よ

り
も
先
鋭
的
で
す
ね
。「
も
っ
と
北
海
道

は
ピ
ッ
と
い
か
な
い
の
か
」と
い
う
の
が
、

生
産
県
の
生
協
の
受
け
止
め
方
で
す
。

　

─
─
都
市
部
の
大
き
な
生
協
は「
安
い

ほ
う
が
い
い
」と
？

　

前
川　

特
に
首
都
圏
に
な
る
と「
農
村

を
切
り
捨
て
ろ
」と
は
言
わ
な
い
け
れ
ど
、

ブ
レ
ー
キ
と
ア
ク
セ
ル
と
の
バ
ラ
ン
ス
の

問
題
で
す
ね
。
大
消
費
地
に
近
い
と
こ
ろ

は
、「
ア
ク
セ
ル
を
踏
み
な
が
ら
ブ
レ
ー
キ

の
加
減
を
ど
う
す
る
か
」と
い
う
問
題
の

立
て
方
を
し
ま
す
。
農
村
が
破
壊
さ
れ
て

も
い
い
と
い
う
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

安
全
を
大
前
提
に
、「
食
べ
も
の
を
輸
入

で
き
る
の
は
ハ
ッ
ピ
ー
じ
ゃ
な
い
の
」と
。

貿
易
の
自
由
化
に
つ
い
て
は
反
対
し
て
い

な
い
わ
け
で
す
。

　

ま
だ
全
貌
が
明
ら
か
で
な
い
の
で
、
わ

た
し
た
ち
は
ま
ず
農
業
・
農
村
を
し
っ
か

り
確
立
す
る
な
か
で
、
貿
易
の
自
由
化
が

ど
れ
く
ら
い
の
ウ
エ
ー
ト
に
な
る
か
見

す
え
ま
し
ょ
う
─
─
と
い
う
段
階
で
す
ね
。

東
京
の
日
本
生
協
連
合
会
も
意
見
の
集
約

に
は
苦
労
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

─
─
日
本
生
協
連
は
ま
だ
見
解
は
出
し

て
い
な
い
、
と
。

　

前
川　

ま
ず
、
基
礎
デ
ー
タ
と
論
点
を

整
理
し
た
上
で
、
広
範
な
国
民
的
議
論
を

求
め
て
い
く
。
そ
し
て
、（『
暮
ら
し
と
健

康
を
守
り
、
安
心
し
て
消
費
で
き
る
も
の

を
』と
い
う
）「
消
費
者
の
願
い
」の
実
現
と
、

日
本
の「
食
料
自
給
力
向
上
」と
の
両
立
を

求
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
─
─
と
整
理
し
て

い
ま
す
。
ま
た
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
を
契
機
に
、

Ｂ
Ｓ
Ｅ（
狂
牛
病
）の
基
準
や
協
同
組
合
の

共
済
事
業
、
労
働
者
の
受
け
入
れ
、
自
動

車
や
医
薬
品
の
規
格
な
ど
が「
非
関
税
障

壁
で
あ
る
」と
し
て
見
直
し
を
迫
ら
れ
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
が
国
民
生

活
や
わ
た
し
た
ち
の
事
業
に
ど
ん
な
影
響

を
与
え
る
の
か
、
見
き
わ
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
消
費
者
や
協
同
組
合
に
と
っ

て
必
要
な
制
度
や
運
用
は
、
後
退
す
る
こ

と
が
な
い
よ
う
に
求
め
て
い
く
─
─
こ
う

し
た
点
を
日
本
生
協
連
の
基
本
認
識
に
し

て
い
ま
す
。

　

─
─「
参
加
に
反
対
す
る
」で
は
抵
抗
感

が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

　

前
川　

一
月
に
北
海
道
生
協
連
の
理
事

会
が
予
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、「
こ
う
い
う

ス
タ
ン
ス
で
き
て
い
ま
す
」と
報
告
し
ま

す
。
今
の
と
こ
ろ
、「
も
っ
と
旗
幟
鮮
明
に

先
頭
に
立
つ
べ
き
だ
」と
い
う
議
論
に
は

な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
北
海
道
は
生
産
県
な

の
で
、
国
の
対
応
が
曖
昧
な
な
か
、
東
京

の
生
協
の
よ
う
な
形
で
や
っ
て
い
く
こ
と

は
間
違
っ
て
も
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

─
─「
消
費
者
団
体
が
農
業
を
応
援
し

て
い
く
動
き
が
強
ま
っ
て
い
る
」と
、
北

大
の
飯
澤
理
一
郎
さ
ん
が
話
し
て
い
ま
す

（
先
月
号
を
参
照
）。
最
大
勢
力
で
あ
る

コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
の
農
業
賞
も
そ
の
一
つ

の
表
れ
で
し
ょ
う
。
そ
う
し
た
こ
と
も
踏

ま
え
、
こ
の
問
題
を
ど
う
捉
え
ま
す
か
。

　

前
川　

農
業
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

さ
れ
て
い
る
機
会
に
消
費
者
と
生
産
者
の

関
わ
り
に
つ
い
て
議
論
し
て
い
か
な
け
れ

ば
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。
わ
た
し
た
ち
は

最
近
、「
消
費
者
力
」と
い
う
考
え
方
を
提

唱
し
て
い
ま
す
。
消
費
者
が
も
の
す
ご
い

パ
ワ
ー
を
持
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、

考
え
直
す
機
会
に
す
る
と
い
い
ん
じ
ゃ
な

い
か
、
と
。
食
料
自
給
率
の
問
題
を
含
め

て
、
ど
う
い
う
消
費
行
動
を
求
め
ら
れ
る

の
か
、（
生
産
者
な
ど
に
）思
い
を
寄
せ
る

消
費
者
運
動
に
つ
い
て
議
論
し
て
い
く
よ

う
に
な
れ
ば
、
お
の
ず
と
一
定
の
方
向
が

見
え
て
く
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

前
川　

自
給
率
の
問
題
を
含
め
て
、
一

九
八
〇
年
代
く
ら
い
の
日
本
の
食
生
活
が

い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
と
い
う
議
論
が
あ

り
ま
し
て
ね
。
豊
か
で
便
利
に
な
っ
た
け

れ
ど
、
疲
れ
る
し
、
忙
し
す
ぎ
る
。
Ｇ
Ｄ

Ｐ
が
い
く
ら
上
が
る
と
か
で
は
な
く
、
成

長
し
な
く
て
も
い
い
の
で
は
…
と
。

　

─
─
食
生
活
を
含
め
て
八
〇
年
代
は
、

そ
ん
な
に
悪
い
時
代
じ
ゃ
な
い
で
す
よ
。

　

前
川　

東
京
に
行
く
と
、「
こ
こ
で
は
生

活
で
き
な
い
な
」と
感
じ
る
し
、「
も
っ
と

成
長
す
る
の
か
い
？
」と
い
う
議
論
が
必

要
だ
と
思
う
。
ト
ヨ
タ
や
パ
ナ
ソ
ニ
ッ

ク
が
儲
け
を
増
や
し
て
も
、
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
ら
派

遣
労
働
者
が
切
ら
れ
る
。「
輸
出
依
存
型
は

ダ
メ
な
ん
だ
」と
い
う
の
が
数
年
前
の
反

省
だ
っ
た
は
ず
で
す
。「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加

し
な
い
と
輸
出
が
減
る
」と
言
う
け
れ
ど
、

増
え
た
っ
て
い
い
こ
と
は
な
い
ん
だ
か
ら
、

減
っ
た
ほ
う
が
い
い
か
も
し
れ
な
い
。
そ

「〝
消
費
者
の
力
〟を
捉
え
直
す
好
機
に
」

─
─
北
海
道
生
活
協
同
組
合
連
合
会
専
務
理
事
　
前
川 

和
広
さ
ん

【まえかわ・かずひろ】1949 年紋別市生まれ。北海道大学中退。同大生
協、函館市民生協をへて、コープさっぽろなどに勤務。2010 年 7月か
ら北海道生協連専務理事
【北海道生活協同組合連合会】1956 年に設立。道内にある地域・職域・
大学・学校・医療・共済・住宅・高齢者福祉あわせて計 26生協で構成。
組合員数は約 145 万人（購買生協のみ）。会員生協の連携や他団体との
ネットワーク、行政との連絡調整などを進めている

う
い
う
意
味
で〝
こ
の
国
の
か
た
ち
〟を
問

う
議
論
に
し
て
い
く
と
い
い
ん
じ
ゃ
な
い

か
、
と
思
い
ま
す
ね
。

　

わ
た
し
た
ち
の
反
省
で
す
が
、「
安
い
も

の
が
ほ
し
い
」と
言
っ
て
中
国
で
餃
子
を

作
っ
て
い
た
。
安
く
て
も
二
酸
化
炭
素
を

た
く
さ
ん
排
出
し
て
日
本
ま
で
来
る
わ
け

で
、「
環
境
に
思
い
を
寄
せ
る
」こ
と
が
大

事
で
す
。
協
同
組
合
の
理
念
は
、「
一
人
は

万
人
の
た
め
に
、万
人
は
一
人
の
た
め
に
」

で
す
が
、
一
方
で「
よ
り
良
い
も
の
を
よ

り
安
く
」と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
や
っ
て

き
た
。
生
活
が
苦
し
い
か
ら
目
先
の
安
さ

を
求
め
る
け
れ
ど
、「
買
い
支
え
る
消
費
者

運
動
」に
し
な
い
と
地
域
を
破
壊
し
て
し

ま
う
。
そ
こ
の
と
こ
ろ
に
ど
れ
だ
け
思
い

を
寄
せ
ら
れ
る
消
費
者
に
な
っ
て
い
け
る

か
で
し
ょ
う
。

　

─
─
ぜ
ひ
、
北
海
道
か
ら
そ
う
し
た
運

動
の
先
鞭
を
つ
け
て
ほ
し
い
。〝
こ
の
国
の

か
た
ち
〟を
考
え
る
と
き
、
消
費
者
の
役

割
は
大
き
い
で
す
よ
。
協
同
組
合
間
の
提

携
を
考
え
る
な
ら
、
農
業
団
体
側
の
危
機

感
を
も
っ
と
消
費
者
サ
イ
ド
に
投
げ
か
け
、

「
あ
な
た
た
ち
の
食
べ
も
の
の
問
題
な
ん

で
す
よ
」と
問
い
か
け
た
ら
い
い
。
そ
う

し
た
動
き
は
な
い
の
で
す
か
？

　

前
川　

ま
だ
な
い
で
す
が
、「
こ
の
国
の

か
た
ち
を
ど
う
創
っ
て
い
く
の
か
」と
い

広
範
な
国
民
的
議
論
が
必
要

〝
国
の
か
た
ち
〟を
問
い
た
い

う
視
点
か
ら
も
、
い
ま
お
っ
し
ゃ
っ
た
議

論
に
持
っ
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
。
今

ま
で
の
補
助
金
の
使
い
方
な
ど
農
政
は
失

敗
し
た
わ
け
で
、
そ
れ
を
含
め
て
農
業
界

と
し
て
消
費
者
側
や
国
民
に
ど
う
ア
プ

ロ
ー
チ
す
る
の
か
を
追
求
し
な
い
と〝
国

の
か
た
ち
〟は
見
え
て
き
ま
せ
ん
。

　

─
─
北
海
道
生
協
連
も
な
ん
ら
か
の
見

解
を
国
に
伝
え
て
い
き
ま
す
か
。

　

前
川　
「
慎
重
な
対
応
を
求
め
る
」と
い

う
点
で
は
、
北
海
道
農
業
・
農
村
確
立
連

絡
会
議
に
名
前
を
連
ね
、
す
で
に
要
請
書

を
出
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
超
え
て
と
な

る
と
、
わ
た
し
は
消
極
的
で
す
ね
。「
慎
重

に
議
論
を
」と
言
っ
て
も
、
メ
デ
ィ
ア
に

出
る
と「
反
対
」と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
の

で
…
。
農
業
・
農
村
を
守
っ
て
い
く
た
め

に
、
わ
た
し
た
ち
の
暮
ら
し
の
あ
り
よ
う

を
問
い
直
し
、
行
動
し
て
い
く
こ
と
が
一

番
力
に
な
る
─
─
と
い
う
問
い
か
け
が
で

き
れ
ば
、
と
考
え
て
い
ま
す
。
二
律
背
反

の
方
程
式
の
ど
ち
ら
か
に
立
つ
と
い
う
こ

と
で
は
な
く
、
な
ん
と
か
両
立
を
図
っ
て

い
き
た
い
。
あ
と
は
タ
イ
ム
ラ
グ
の
置
き

方
で
あ
っ
て
、
そ
う
し
た
意
味
で
は「
バ

ス
に
は
乗
り
遅
れ
て
も
い
い
ん
じ
ゃ
な
い

の
」と（
笑
）。
実
践
的
に
は「
こ
れ
以
上
、

急
ぐ
の
は
や
め
よ
う
」と
な
り
ま
す
ね
。

（
12
月
21
日
、
北
海
道
生
協
連
で
収
録
）

私
た
ち
と「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
」 【
２
】


